
 

       

         平 成 3 0 年 ７ 月 ２ 日 

中 部 地 方 整 備 局 

 

 

 

平成 30 年度 中部地方整備局入札監視委員会 
第二部会第１回定例会議を開催しました 

－ 審議概要を公表します － 

 

 

 

第二部会第１回定例会議では、発注工事等の中から抽出した４件の事案に係る一般

競争の参加資格の設定等について審議を行いました。 

 

 以下、審議概要についてお知らせします。 

 

  １．日時及び場所 

     日 時：平成 30 年６月 18 日（月）15 時 45 分～17 時 30 分 

     場 所：中部地方整備局（丸の内庁舎） 会議室 

 

  ２．審議概要 

     別紙のとおり 

 

  ３．配 布 

中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、名古屋港記者クラブ、 

港湾新聞、港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス、 

マリタイムデーリーニュース 

 

  ４．問い合わせ先 

     中部地方整備局総務部 

      契約管理官   長澤 隆夫   電話 052-209-6316(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)            

FAX  052-203-9738 

入札監視委員会は、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、

地方整備局長の委嘱に基づき設置された学識経験者等で構成する第三者機関であり、中

立・公正な立場で客観的に入札及び契約手続きについて審議を行い、意見の具申又は勧告

を行います。 



別紙１

［部会長代理］

平成30年1月１日～平成30年3月31日

総件数 4 件　　　　　

件　数

一般競争入札

(政府調達適用)

一般競争入札

(政府調達適用外)

工事希望型競争入札 0 件

通常指名競争入札 0 件

随  意  契  約 0 件

別紙１-３のとおり

件

審議案件は別紙１－２のとおり

回          答

別紙１-３のとおり

1

件

委員会による意見の具申
又は勧告の内容

意見の具申又は勧告は、なし。

委員からの意見・質問、
それに対する回答等

意 見 ・ 質 問

1

別紙１－２のとおり

0

一般競争入札

一般競争入札

審 議 対 象 期 間

抽    出    案   件　数

入 札 ・ 契 約 方 式 工　事　名　等

工
 
 
 

事

0 件

2

平成30年度　中部地方整備局　入札監視委員会第二部会

第１回定例会議　審議概要

開催日及び場所 平成30年６月18日（月）　　中部地方整備局 （丸の内庁舎)

委        　　   員 　加島　　光 （弁護士）

　中村　友昭 （大学院准教授）

建設コンサルタント業務等

簡易公募型プロポーザル

件
建設コンサルタント業務等

件

役務の提供等及び物品の製造等



【工事】

（一般競争入札方式　：　政府調達に関する協定適用対象工事以外のもの）

0 工　　　　事　　　　名 入札者数 契約締結日 契約の相手方
契約金額

（単位：千円）
落札率

（単位：％）

1
平成29年度　四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路(霞4号
幹線）4工区雑工事 1 1月26日 徳倉建設(株) 131,760 96.9

平成29年度　衣浦港外港地区航路（－１２ｍ）浚渫
工事 8 3月15日 (株)河村産業所 91,476 91.5

【建設コンサルタント業務等】

（一般競争入札方式）

0 業　　　　務　　　　名 入札者数 契約締結日 契約の相手方
契約金額

（単位：千円）
落札率

（単位：％）

平成29年度　管内港湾施設維持管理計画書作成業務 4 1月10日 (株)エコー 6,804 93.1

【役務の提供等及び物品の製造等】

（一般競争入札方式）

# 業　　　　務　　　　名 入札者数 契約締結日 契約の相手方
契約金額

（単位：千円）
落札率

（単位：％）
0
平成29年度　名古屋港清龍丸現場修理 1 1月22日

ジェイ・エス・エンジニアリ
ング(株) 8,251 96.5

港湾土木工事 1

期間　平成30年1月1日～平成30年3月31日

備考

1

期間　平成30年1月1日～平成30年3月31日

期間　平成30年1月1日～平成30年3月31日

4

業種区分
競争参加資格を
確認した者の数

競争参加資格を
確認した者の数

別紙１－２　　抽出案件一覧表

工事種別
競争参加資格を
確認した者の数

業務分類 備考

役務の提供等

8

建設コンサルタント等

備考

港湾等しゅんせつ工事



　　別紙１－３　　委員からの意見・質問、それに対する回答等

項目 意見・質問 回答

①工事の入札方式別
発注一覧

②建設コンサルタント
業務等の入札方式別
発注一覧

③役務及び物品の入
札方式別発注一覧

④指名停止措置等の
運用状況

⑤談合情報等

⑥再度入札における
一位不動状況

⑦工事種別ごとの低
入札価格調査対象工
事の発生状況

抽出案件 意見・質問 回答

１者応札の理由について、どのよう
に分析しているのか。

入札説明書を入手した者にヒアリングを行った。
いずれの者からも技術者を配置することができないため、入
札参加を見送ったとの回答を得ている。

技術者の要件設定が厳しかったので
はないか。

「港湾又は海岸において、コンクリート打設を含む、護岸又は
堤防を施工した工事」を要件として求めた。
一般的な工事実績を求めたものであり、要件設定が厳しいと
は考えていない。

技術者の要件設定に工夫の余地は
あるのか。

今回はコンクリート打設という単一工種を要件として設定し
た。
今後は必要に応じて複数の工種を追加することによる要件
緩和を検討したいと考えている。

１.報告事項についての審議概要

報告事項

会議の審議対象案件は、当番の委員が入札契約方式別に事務所毎の審議実績及び地域性、事業種別毎を
考慮したうえで無作為抽出したものである。

平成29年度　四日市
港霞ヶ浦北ふ頭地区
道路(霞4号幹線）4工
区雑工事

本件は適正に処理された。

２．抽出案件の審議概要

１．一般競争入札（政府調達適用外）

なし



落札者と評価値第2位の者とは具体
的にどのような技術評価で差がつい
たのか。

技術者の継続教育の有無により差がついた。

ＩＣＴの活用に対する評価を2者に対
して0点としている。
ＩＣＴを活用をしない、又はできない者
であったということか。

そのとおり。

企業の能力等における技術者育成
とはどのような評価項目なのか。

入札参加申請時点において、40歳以下の若手技術者を専任
で配置できるかどうかを評価する。
配置予定監理技術者に求める資格を有していれば1点、有し
ていなければ0.5点を加点する。

予定価格を超過している1者につい
て、何が原因として考えられるのか。

現況調査に係る交通船の見積の価格が高かったのではない
かと推測している。

品質確保基準価格を下回った2者に
ついて、何が原因として考えられる
のか。

御前崎港防波堤における現況調査について、沖合にある防
波堤への移動手段としての交通船を計上をしていなかった
のではないかと推測している。

現況調査に対する積算に齟齬が
あったということか。

当局は図面により、御前崎港の防波堤の位置を明示してい
る。また、港湾請負工事積算基準でも交通船を計上すること
が明記されている。
入札参加者の積算に齟齬を生じさせるとは考えていないが、
今後は見積参考資料をより丁寧に表記していきたい。

本案件は既存の維持管理計画書を
更新する業務である。
前回受注した業者以外が不利になら
ないように既存資料を公開している
か。

既存資料を公開し、どの者でも入札に参加可能となるように
している。

１者応札の理由について、どのよう
に分析しているのか。

入札に参加可能と思われる者にヒアリングを行った。
繁忙期で対応できない、工期が短いため入札参加を見送っ
たとの回答を得ている。
過去、同様な修理を同程度の期間で発注しており、特に工期
が短いとは考えていないが、今後は内容に応じて余裕をもっ
た工期設定に努める。

マルチビームソナーの修理は船舶修
理業者であれば誰でも対応できる内
容なのか。

修理内容は基盤を交換するものであり、難しいものではな
い。

２．一般競争入札（政府調達適用外）

本件は適正に処理された。

なし

５．その他

平成29年度　管内港
湾施設維持管理計画
書作成業務

３．一般競争入札（建設コンサルタント業務等）

４．一般競争入札（役務の提供等及び物品の製造等）

本件は適正に処理された。

平成29年度　名古屋
港清龍丸現場修理

平成29年度　衣浦港
外港地区航路（－１２
ｍ）浚渫工事

本件は適正に処理された。


